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財化文の田了内------EE-

-E,, 
刊
行
の
こ
と
ば

川
内
町
が
心
豊
か
な
町
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
制
定
し
ま
し
た
、

町
民
憲
章
の
一
項
に
「
郷
土
の
文
化
を
受
け
つ
い
で
教
育
の
町
を

つ
く
り
ま
す
-
と
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。

本
町
に
は
、
私
た
ち
の
祖
先
が
残
し
た
文
化
的
遺
産
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
法
律
や
条
例
に
よ
っ
て
、
特
に
重
要

な
も
の
と
し
て
指
定
保
護
さ
れ
て
い
る
文
化
財
や
天
然
記
念
物
は
、

国
指
定
二
、
県
指
定
三
、
町
指
定
十
八
、
計
二
十
三
件
に
も
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
貴
重
な
遺
産
は
、
永
い
歴
史
の
な
か
に
お
い
て
、
祖

先
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
果
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
偉

大
な
自
然
の
構
成
物
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
文
化
財
を
大
切
に
保
護
し
、
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
私

た
ち
は
祖
先
が
い
か
に
文
化
を
尊
ぴ
自
然
を
愛
し
、
情
緒
豊
か
な

生
き
ざ
ま
を
し
て
い
た
か
を
知
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
誇
り
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
の

e

で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
戦
後
の
す
ば
ら
し
い
経
済
復
興
に
よ
っ
て
物
質
的

な
繁
栄
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で

満
ち
足
り
た
生
活
に
す
っ
ぽ
り
と
浸
っ
て
い
る
と
い
、
え
ま
す
。
し

か
し
、
反
面
白
分
さ
、
え
よ
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
恐
る
べ
き
風
潮
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
連
帯
感
の
欠
如
に
よ
っ
て
お
こ
る
人
間
疎
外

の
現
象
が
続
発
し
て
お
り
ま
す
。

「
激
変
す
る
社
会
に
対
応
し
な
が
ら
、経
済
的
な
豊
か
さ
の
中
で
、

川内町教育委員会

精
神
的
な
う
る
お
い
と
、
豊
か
な
人
間
性
の
か
ん
よ
う
を
図
る
こ

と
は
極
め
て
大
切
で
あ
る
」
と
考
え
ま
す
。

私
た
ち
は
、
文
化
的
遺
産
を
保
護
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
、

こ
れ
を
残
し
て
下
さ
っ
た
先
人
の
香
り
高
い
人
間
性
と
そ
の
奥
ゆ

か
し
き
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
人
間
性
と
連
帯
感
を
も

強
め
、
一
層
郷
土
愛
を
深
め
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。

「
川
内
町
の
文
化
財
」
の
編
集
に
は
、
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
の
橋
本
鬼
士
男
、
野
口
晃
、
酒
井
孝
、
熊
田
慶
一
、
菅
野
忠
の

諸
氏
の
ご
尺
、
力
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
委
員
諸
氏
が
編
集

の
信
念
と
さ
れ
た
「
温
故
知
新
」
を
ご
理
解
い
た
だ
く
予
」
と
に
よ
っ

て
、
地
域
の
人
々
が
将
来
の
新
し
い
文
化
を
育
み
、
人
間
性
豊
か

な
教
育
文
化
の
町
づ
く
り
の
輸
を
広
げ
て
ゆ
け
る
も
の
と
確
信
し
、

こ
こ
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
刊
行
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年

月

川
内
町
教
育
委
員
会



番
号 文
化
財
・
天
然
記
念
物

1 

オ
キ
チ
モ
ズ
ク

医
王
寺
厨
子

川
上
神
社
古
墳

三
島
神
社
随
身
像

惣
河
内
神
社
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ

安
国
寺
須
弥
壇

医
王
寺
ト
チ
の
木

雨
滝
イ
ス
の
木
群
生

白
猪
の
滝

唐
岬
の
滝

滑
川
渓
谷

近
藤
林
内
基

金
毘
羅
寺
四
本
杉

上
福
寺
ク
ス
の
木

西
法
寺
五
輪
群

大
通
庵
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

久
尾
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

北
方
三
島
神
社
常
夜
燈

一
畳
庵

揚
神
社
ク
ス
の
木

源
太
桜

滑
川
万
才

北
方
獅
子
舞

名

2 3 4 5 6 7 8 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 

川
内
町
の
文
化
財

国
指
定
天
然
記
念
物

オ
キ
チ
モ
ズ
ク

国
指
定
重
要
文
化
財

医
王
子
厨
子
・
.. 

県
指
定
史
跡

川
上
神
社
古
墳

県
指
定
有
形
文
化
財

三
島
神
社
随
神
像

県
指
定
天
念
記
念
物

惣
河
内
神
社
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ

町
指
定
文
化
財

安
田
寺
須
弥
壇

町
指
定
天
然
記
念
物

医
王
寺
ト
チ
の
木

町
指
定
天
然
記
念
物

雨
滝
の
イ
ス
の
木
群
生

町
指
定
名
勝

白
猪
の
滝

唐
岬
の
滝

町
指
定
名
勝

滑
川
渓
谷

町
指
定
史
跡

近
藤
林
内
墓

称、

所

在

吉
久
字
国
中

北
方
一
五
五

一

南
方
字
川
上

三
七
六

(宮
西
)

則
之
内
乙
二
六
一
五

河
之
内
字
宮
之
元
四
八
七
六

則
之
内
申
二
七
八

北
方
一
五
五

一
(
恵
雲
)

河
之
内
四
八
四
六

河
之
内
字
問
屋

河
之
内
字
問
屋

明
河
字
海
上

河
之
内
字
日
浦

河
之
内
四
八
四
七

松
瀬
川
二
七
O
(
小
松
)

北
方

一
五
七
O
l

一

井
内
甲
一
八
五

二
|
一

井
内
字
山
根
二
五
O

北
方
字
海
上

一
O

河
之
内
字
{
呂
之
元
四
八
七
六

北
方
字
揚

一
七
O
二

河
之
内
字
六
二
二

九

(
田
桑

明
河
字
海
上

北
方
地
区

目

次

吉
久

田
中
・
・
:
;
:
:
6

北
方

{
玉
泉-
a
e

-

-
-

・
7

南
方

{
呂
西

則
之
内

保
免
・
・
:
;
・
:
日

河
之
内

音
田
・
:
:
・
日

則
之
内

恵
哩雪

14 

北
方

{
玉
泉
:
:
:
:
・
・
・
日

u

河
之
内

音
田
'
:
;
・
0

・

M

河
之
内

問
屋
・
・
・
・
:
げ

I也

指昭
和
一
九
、

M

四
一

H

二
五

、

H

四
O

、

M

五
四
、

H

三
八
、

H

三
八
、

H

三
八
、

H

三
八
、

H

三
八
、

H

三
八
、

H

四
O

、

H

四
九
、

H

四
九
、

H

四
九
、

H

五
O

、

H

五
O

、

H

五
二

、

H

五
二

、

H

五
二

、

H

五
六
、

H

三
八
、

H

五
二
、

定

年

月

町
指
定
天
然
記
念
物

金
毘
羅
寺
四
本
杉

町
指
定
天
然
記
念
物

上
福
寺
の
ク
ス
の
木

有
形
文
化
財

畳
庵

四四 一 四四四五五 一一一 四四四四四四四三四 O 六六

五一六五五五五五三三三 一一 一一 一一一 O 六四 一 九

町
指
定
有
形
文

化
財

西
法
寺
五
輪
群

町
指
定
天
然
記
念
物

久
尾
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

町
指
定
有
形
文
化
財

北
方
三
島
神
社
常
夜
燈

町
指
定
天
然
記
念
物

揚
神
社
ク
ス
の
木

町
指
定
天
然
記
念
物

源
太
ザ
ク
ラ

(
二
本
)

滑
JIf 

19 

町
指
定
無
形
文
化
財

滑
川
万
才

日

町
指
定

天
然
記
念
物

大
通
庵
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

町
指
定

河
之
内

日
浦
・
・

:
・
:

:
れ

町
指
定
無
形
文
化
財

北
方
獅
子
舞

国
指
定

国
指
定

県
指
定

県
指
定

県
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

町
指
定

海
上

手重

天
然
記
念
物

重
要
文
化
財

史
跡
有
形
文
化
財

天
然
記
念
物

有
形
文
化
財

天
然
記
念
物

天
然
記
念
物

名
勝
名
勝
名
勝
史
跡
天
然
記
念
物

天
然
記
念
物

有
形
文
化
財

天
然
記
念
物

天
然
記
念
物

有
形
文
化
財

有
形
文
化
財

天
然
記
念
物

天
然
記
念
物

無
形
文
化
財

無
形
文
化
財

河
之
内

音
悶
j
i
-
-

幻

松
瀬
川
西
組
字
小
松
J
e
-
-
M

北
方

{
玉
泉
・
・:
:
・

井
内

蔵
元
・
:
・
・
:
・
・
・
幻

井
内

久
尾
・
・
:
・
・
0
・
n

北
方

海
上
i

・
e
・

-
e
-
m
u

河
之
内

音
田
(
名
越
)
・
初

北
方

西
之
側

河
之
内

国
桑
・
・
・
:
・
日ω

明
河

海
上

-
e
・
e

・
-
:
お

大
字
北
方
・
・
j
a

-
-

・
お

日Ij

25 

揚
・
・
日
記



国
指
定

天
然
記
念
物

オ
キ
チ
モ
ズ
ク

吉
久

田
中

国
指
定

重
要
文
化
財

医
王
寺
厨
子

ヰヒ
方

宝
泉

* ・、 '"

‘t , 
"_ -一一咽-司戸" てι

医王寺厨子 オキチモ ズク発生地

オ
キ
チ
モ
ズ
ク
は
、
吉
久
の
お
士
口
泉
か
ら
流
れ
る
小
川
に
お
い

て
昭
和
一
三
年

、

八
木
繁
一
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
、
淡
水
産
ベ

ニ
モ
ズ
ク
科
に
属
す
る
紅
藻
の
一
珍
種
で
あ
る
。
紫
紅
色
で
柔
軟

な
円
柱
状
の
体
は
数
多
く
分
岐
し
、
二
O
勺
1

三
O
H
，
、
長
い
も

の
は
八

O
で
の
も
の
が
あ
っ
た
。
毎
年
晩
秋
の
こ
ろ
発
芽
し
て
、

翌
年
三
月
こ
ろ
胞
子
を
生
じ
て
消
失
す
る
。
こ
の
藻
は
、
後
日
九

州
の
天
然
記
念
物
チ
ス
ジ
ノ
リ
の
中
か
ら
も
新
た
に
よ
り
分
け
ら

れ
た
。
外
国
で
は
フ
ィ
リ

γ

ピ
ン
に
こ
の
種
の
も
の
が
僅
か
に
産

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
士
口
久
の
地
は
オ
キ
チ
モ
ズ
ク
が
最

初
に
発
見
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
オ
キ
チ
モ
ズ
ク
は
泉
の
下
流

約
四
0
0
μ

に
わ
た
っ
て
流
水
中
の
小
石
に
着
生
し
て
い
た
が
、

現
在
で
は
絶
滅
に
近
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
昭
和
二

O
年
頃
の
水
害
と
そ
れ
に
続
く
水
路
の

改
修
等
、
環
境
の
諸
条
件
の
変
化
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
再
発
生
を
期
待
し
て
日
覆
を
置
く
る
ど
地
道
な
努
力
が
続
け

ら
れ
て
い
る
が
効
果
は
か
ん
ば
し
く
な
い
。

昔
、
こ
の
地
に
大
西
弥
衛
門
と
い
う
人
が
あ
っ
た
。
弥
衛
門
の

委
お
吉
は
気
立
の
よ
い
働
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
弥
衛
門

の
継
母

で
も
あ
る
姑
と
の
折
合
が
悪
く
、
遂
に
こ
の
泉
に
身
を
投
げ
た
、

そ
の
時
お
吉
は
身
重
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

後
、
誰
い
う
と
な
く
こ
の
泉
を
お
吉
泉
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
そ
ん
な

伝
説
が
残
っ
て
い
る
。

オ
キ
チ
モ
ズ
ク
の
発
見
者
八
木
繁

一
は
、
お
吉
の
名
を
と
っ
て
、

こ
の
泉
の
流
れ
に
繁
殖
し
て
い
た
淡
水
産
紅
藻
類
の
学
名
ネ
オ

7

リ
オ
ノ
プ
シ
ス
ト
ル
オ
サ
を
、
オ
キ
チ
モ
ズ
ク
と
名
づ
け
た
。

6 

こ
の
厨
子
は
、
一
間
厨
子
(
間
口
一
O
三
句
、
奥
行
七
三
句
、

棟
高

(
二
八
九
で
)
入
母
屋
造

・

妻
入
り
で
こ
け
ら
葺
で
あ
る
。

昭
和
三
七
年
八
月
に
解
体
修
理
が
施
さ
れ
た
と
き
、
隅
木
や
斗

宴
に
天
文三
年
甲
午
正
月
八
日
完
口
、

(
一
五
三
四
)
の
聖
書
鮮

が
発
見
さ
れ
る
と
と
も
に
、
慶
長
二
二
年
ご
六

O
八
)
に
は
台

風
の
被
害
で
修
理
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

大
永
五
年
(
一
五
二
五
)
の
墨
書
銘
が
あ
る
浄
土
寺
(
松
山
市

ん

て
さ

き

〈
ん

腐
子
町
)
の
厨
子
と
、
大
き
き

・

形
・

棟
高

・

三
手
先
組
物
等
に

そ
ば
ん

h
a
s

至
る
ま
で
酷
似
し
て
い
る
。
柱
は
円
柱
で
礎
盤
、
上
下
に
綜
を
つ

け

、
そ
の
上
端
は
頭
貫
で
連
結
し
、
そ
の
上
に
偏
平
な
が
輸
が
通

つ
灼
〈
ん

4
a
n
ぞ
'e
A

さ
れ
、
詰
組
の
中
備
が
柱
上
の
三
手
先
組
と
調
和
し
て
美
し
い
。

肘
木
や
扇
権
に
は
唐
様
の
特
徴
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
、
室
町
時
代
の

秀
作
と
さ
れ
て
い
る
。

三
手
先
組
は
、
組
物
形
式
の
肘
木
を
三

段
前
方
に
出
し
て
か
附

を
受
け
る
も
の
で
組
物
と
し
て
最
も
立
派
る
も
の
で
あ
る
。

中
備
は
、
柱
上
の
組
物
と
組
物
と
の
聞
に
入
れ
る
間
斗
束

・

纂

股
・

詰
組
の
組
物
で
、
こ
の
厨
子
の
場
合
特
に
よ
く
均
整
の
と
れ

た
美
し
さ
を
表
現
し
て
い
る
。

綜
は
、
柱
の
上
下
に
丸
み
を
も
っ
て
す
ぽ
ま
っ
た
部
分
で
、
礎

盤
と
連
な
っ
て
い
る
。
肘
木
や
扇
揮
と
と
も
に
鎌
倉
時
代
よ
り

始
ま
っ
た
禅
宗
様
式
に
多
い
手
法
で
あ
る
が
、
こ
の
厨
子
の
場
合

に
も
よ
く
取
り
入
れ
ら
れ
、
唐
様
建
築
の
特

徴
が
よ
く
で
て
い
る
。

前
の
扉
の
文
様
は
浄

土
寺
の
場
合
斜
格
子
と
な

っ
て
お

り
、
医
王

寺
の
方
は
唐
草
模
様
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
砂
町
附
の
蜘
射
が
美

し
く

入
母
屋
の
昭
…
り
と
よ
く
調
和
し
て
い
る
。
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も
と
、
本
寺
は
、
山
号
の
一
不
す
よ
う
に
苔
谷
、
奥
之
院
に
哨
一

た
も
の
が
現
在
地
に
移
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
堂

・

須
弥

監
の
大
き
さ
等
の
相
関
関
係
か
‘
り
す
れ
ば
厨
子
は
、
現
在
の
本
堂

と
は
別
の
所
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
尊
薬
師
如
来
は
、
秘
仏
で
厨
子
の
中
に
安
置
さ
れ
、
前
仏

・

脇
仏
・
十
二
神
将
が
厨
子
を
中
心
に
把
ら
れ
て
い
る
。

寺
伝
に
よ
る
と
、
大
宝
二
年
(
七
O
二
)
行
基
の
開
基
で
、
医

王
山
宝
樹
院
と
号
し
た
が
、
神
亀
三
年
(
七一
二
ハ
)
聖
武
天
皇
の

詔
勅
に
よ
り
宮
寺
と
な
り
、
大
宝
坊
と
称
し
た
。
大
同
二
年
(
八

O
七
)
正
月
空
海
が
こ
こ
を
訪
れ
、
延
久
三
年
(
一O
七
二

源
頼
義
が
堂
字
を
再
建
し
た
と
伝
、
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、

医
王
寺
棟
札
に
「
松
山

城
主
松
平
隠
岐
守
寛
延
三
年
(
一

七
五
O
)
庚
午
奉
再
興
医
王
寺
一
宇
客
殿
庫
裏
」
と
あ
り
、
そ
の

後
に
手
を
加
え
た
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

仁
王
門
は
八
角
形
断
面
の
柱
を
聞
い
た
八
脚
門
で
、
加
藤
友
馬

助
慶
長

一
七
年
ご
六

一
二
)
と
書
か
れ
た
松
板
も
発
見
さ
れ
た

と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
昭
和
三
三
年
、
か
や
葺
き
屋
根
を
瓦
葺き

に
改
め
た
時
、

ギ
棋
な
ど
が
取
り
除
か
れ
て
往
時
の
姿
が
失
わ

れ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
仁
王
像
は
立
派
な
も
の
で
あ
っ
て
こ

れ
か
ら
の
調
査
が
望
ま
れ
る
。

県
指
定

史
跡

JlI 
上
神
社

古
墳

南
方

宮
西

古
墳
は
川

上
神
社
の
社
殿
裏
手
に
あ
る
。
従
来
か
ら
西
向
き
の

前
方
後
円
墳
と
い
わ
れ
て
き
た
が

一
部
で
は
円
墳
説

・

長
円
墳
説
・

長
方
墳
説
も
あ
る
。
墳
丘
は
長
さ
三
九
灯
、
幅
二
二

灯

、
高
さ
約

五
灯
、
南
に
閉
口
し
た
横
穴
式
石
室
を
も
っ
古
墳
で
、
同
一
墳
丘

内
に
二
基
の
石
室
が
あ
る
。
東
側
の
石
室
は
全
長
七

灯
、
玄
室
の

せ
ん
レ
ミ
，

長
さ
二
・
六
灯
、
幅
二
灯
、
高
さ
二
・
一
灯
の
規
模
で
、
羨
道
部

は
積
み
石
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
奥
壁
及
び
側
壁
は
巨
石

一
枚
を

使
用
し
た
造
リ
と
な
っ
て
い
る
。

大
正
二
年
に
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
時
、
西
側
め
石
室
に
は

玄
室
内
に
四
人
分
の
遺
体
が
あ
り
、
そ
の
内
一
体
は
頭
骨
の
み
が

壇
上
に
安
置
さ
れ
、
そ
の
前
に
は
須
恵
器

・

馬
具

・

耳
飾

・
金
環

・

銀
環
・
ガ
ラ
ス
玉
等
が
あ
り
、
東
側
の
石
室
に
は
鉄
剣

・

刀
子

・

須
恵
器
・
大
小
無
数

一

の
や
じ
り
等
の
副
葬
品
が
あ
っ
た
と
い
う

。

ま
た
、
墳
丘
の
大
部
分
と
石
室
は
極
め
て
良
好
な
状
態
で

残
さ

れ
て
い
た
と
い
う

こ

と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

一
墳
丘
に
二
つ
の
石
室
が
あ
り

、

そ
れ
ぞ
れ
の
床

面
レ
ベ
ル
に
違
い
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
は
既
存
の
墳
丘
の
一
部
を

利
用
し
て
新
し
い
古
墳
を
築
造
し
た
も
の
で
あ
る

。

東
側

、

一
号
石
室
は
閉
口

し
て
お

り

石
室
内
部
を
見
る
こ

と
が

出
来
る
。
西
側
の
二
号
石
室
も
か
つ
て
は
閉
口

し
て
い
た
が
現
在

は
入
口

を
封
じ
、
小
桐
を
配
っ
て
い
る
。

※
六
世
紀
の
中
ご
ろ
仏
教
が
伝
来
し
、
仏
教
建
築
が
伝
わ
る
と
、

建
築
の
中
心
は
急
に
寺
院
建
築
に
移
り
、
こ
れ
ま
で
の
掘
立
柱
は

礎
石
の
上
に
立
ち
、
茅
葺
の
屋
根
は
瓦
で
葺
か
れ
、
柱
の
上
は
組

物
が
用
い
ら
れ

、

軒
の
出
が
大
き
く
な
り
屋
根
や
軒
に
反
り
が
つ

き
、
全
体
が
彩
色
で
飾
ら
れ
る
な
ど
、
寺
院
建
築
は
日
本
固
有
の

建
築
様
式
を
一
変
し
た
。

組
み
物
や
建
物
の
大
ま
か
な
見
方
を
絵
に
し
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
見
て
く
だ
さ

い
。
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表
現
と

三
手
先
正
面
図

側
面
図

圭
理
問
客
什
語
背
番
問
イ
噂
門

曹

ヨ三

曹
璽
当主

こ
の
古
噴
の
出
土
品
の
中
で
特
筆
す
べ
き
も
の
は
、
馬
具
類
の

豊
富
な
こ
と

で
あ
ろ
う
。
馬
具
は
県
内
の
古
墳
か
ら
も
か
な
り
出

土
し
て
い

る
が
こ
の
古
墳
は
ど
優
れ
た
も
の
は
な
い
。
こ
と
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
完
全
な
姿
で
保
存
さ
れ
て
い
る
四
個
の
鐘
形
杏

葉
は
、
現
在
わ
が
国
最
古
の
も
の
と
い
わ
れ
る
大
阪
府
茨
木
市
の

t

A

づ
カ

南
塚
古
墳
出
土
の
も
の
と
寸
分
違
わ
ぬ
程
の
も
の
て
、
極
め
て
予

の
込
ん
だ
装
飾
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る

。

こ
の
よ
う

な
鐘
形
装
飾

の
つ
い
た
馬

具
は
、
六
世
紀
中
ご
ろ
の
大
和
政
権
に
よ
っ
て
製
作
、

配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た

こ

の
古
墳
が

こ

の
あ

た
り
の
古
墳

の
中
心
的
な
位
置
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら

、

川
上
神
社
古
墳
の

被
葬
者
は
、
こ
の

地
方
ば
か
リ
で
な
く
松

山
平

野
の
中
で
も
、
き
わ
め
て
有
力
な
首
長
の

一
人
で
あ
っ
た
よ
う
で

ふ
め
ヲ
匂
。

さ
ら
に
、
古
墳
の
周
辺
地
域
か
ら
は
弥
生
前
期
の
土
器
や
銅
鉾

が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
は
、
古
墳
時
代
以
前
、

か
な
リ
早
く
か
ら
文
化
の
拓
け
た
所
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

。

B
る
ん

や

古
墳
の
あ
る
川
上
神
社
は
、
も
と
北
方
古
宮
の
地
に
あ
っ
た
も

の
を
、
応
永
三
四
年
(

一
四
二
七
)
道
後
湯
築
城
主
河
野
通
久
に

よ
っ
て
現
在
地
に
移
さ
れ
、
社
殿
を
造
営
し

河
野
家
の
祈
願
所
と

し

た

と
い
う
。
ま
た

応
永
四
年
(
一
三
九
七
)
の
杜
領
極
め
の
古

〈
サ
ん
あ
ん

文
書

・

河
野
家
古
文
書
・
神
主
に
位
階
を
筏
け
ら
れ
た
口
宣
案
・

位
記

・

宣
旨
等
の
文
書
に
よ

っ
て
も
当

社
が
河
野
家
以
来

、
歴
代

務
主
の
{一ホ
敬
を
受
け
た
格
式
の
高
い
神
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る

。
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川上神社古墳

県
指
定

有
形
文
化
財

三
島
神
社
随
神
像

則
之
内

保
免

随
身
立
像
は
則
之
内
三
島
神
社
の
神
門
に
あ
る
。

一
体
は
、
像

高
一
三
八
今
、
他
の
一
体
は
二
二
五
で
、
い
ず
れ
も
ヒ
ノ
キ
材
、

ヲ
ら

寄
木
造
り
、
彩
色
の
像
で
あ
る
。
頭
部
、
体
部
は
そ
れ
ぞ
れ
に
内

引
を
施
し
、
共
に

一
手
を
上
げ
、
他
の
手
を
腰
わ
き
に
構
え
て
持

物
を
執
る
形
で
、
片
足
を
踏
み
出
し
て
体
勢
に
動
き
が
あ
り
、
両

U
る
山
之

袖
も
こ
れ
に

応
じ
て
翻
っ
て
い
る

。

木
寄
せ
の
風
は
、
神
像
の
常
と
し
て
簡
古
の
風
を
示
す
が
、
胴

部
を
強
く
引
き
し
め
た
肉
ど
り
、
動
き
の
あ
る
体
勢
に
は
鎌
倉
末

な
い
し
南
北
朝
の
こ
ろ
の
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
う
ち
一
体
の
背

面
材
の
内
側
に
墨
書
銘
が
あ
り
、
「
延
文
四
年
五
月
、
は
ふ
け
ん
の

さ
く
」
(
一
三
五
九
)
と
読
め
る
。

ム
ワ
ん

随
身
像
は
阿

・

呼
の
形
が
通
例
で
あ
る
が
、
こ
の
三
島
神
社
の

両
像
は
、
共
に
口
を
閉
じ
た
時
形
で
あ
り
、
左
足
を
踏
み
出
す
体

勢
も
同
じ
で
あ
る
。
木
寄
せ
の
風
、
造
形
の
特
色
か

ら
み

て
こ

の

二
体
は
は
ぽ
同
じ
こ
ろ
に
、
同
じ
作
者
の
手
に
な
る
も
の

と
思
わ

れ
る
が
、
昨
形
で
一
対
と
い
う
の
は
い
か
に
も
不
自
然
で
、
か
つ

て
は
阿
時
二
対
で
あ
っ
た
も
の
が
、
時
形
だ
け
二
体
残

っ
た
の
で

は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

こ
の
二
体
の
像
は
、
い
か
に
も
神
像
ら
し
く
面
相
筒
古
、
体
部

の
造
形
、
体
勢
も
共
に
巧
み
な
佳
品
で
あ
り
、
銘
文
に
よ
っ
て
造
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川上神社古噴出土
鐘形杏葉

立
の
時
代
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
口
問
で
あ
る
。
一
般
に
随

身
像
は
床
九
に
腰
を
下
し
た
形
の
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
随
身
像

は
立
像
で
あ
る
と
こ
ろ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

か
リ
き
由
〈
つ

像
は
共
に
冠
を
い
た
だ
き
、
狩
衣
を
つ
け
、
沓
を
は
き
足
を
聞

い
て
い
る
。
顔
の
形
は
、
お
も
長
く
、
入
念
に
つ
く
ら
れ
て
い
て
、

両
像
と
も
に
目
を
聞
き
口
を
閉
ざ
し
て
い
る
。
顔
の
彫
リ
は
写
実

的
で
よ
く
整
っ
て
い
る
。

構
造
は
両
像
よ
く
似
て
お
り
、
頭
部
両
耳
後
を
た
て
に
矧
い
で

7
e
勺
〈
け

帽
子
お
よ
び
後
頭
部
に
そ
れ
ぞ
れ
材
を
あ
て
、
内
部
は
内
引
を
施

L

〈
が
ん

し
て
目
は
木
眼
で
あ
る
。

首
は
き
し

首
と
な
っ
て
、
狩
衣
の
襟
の

中

に
深
く
は
い
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

胴
体
は
前
後
二
材
に
、
ま
た
両

一肩
は
左
右
た
て
に
矧
ぎ
、
そ
れ

ぞ
れ
内
引
を
し
て
い
る
。

下
半
身
は
両
股
を
た
て
に
矧
さ
、
両
腰
の
部
分
は
別
の
材
を
あ

て
て
腰
の
張
り
を
現
わ
し
て
い
る
。

向
っ
て
右
の
随
身
像
の
法
量
は
、
像
高
二
二
八
今
、
頂
顎
三
五

。
ん
む
リp
h

〈
つ
部
会
び
-
hワ

勺
、
冠
際
か
ら
顎
ま
で
一
八

句
、
沓
先
聞
き
四

一
で
で
あ
る
。
左

側
の
像
の
法
量
も
大
同
小
異
で
あ
る
。

こ
の
随
身
像
の
あ
る
則
之
内
保
免
の
三
島
神
社
は
、
暦
応
二
年

(
一
三
三
九
)
足利
尊
氏
が
国
司
河
野
対

島
守
通
盛
に
命
じ
て
こ
の

地
に
社
殿
を
再
建
し
た
も
の
で
、
安
田
寺
の
創
建
と
も
関
連
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
随
身
像
の
体
内
の
墨
書
銘
に
あ
る
延
文
四
年

は
社
殿
再
建
よ
り
二

O
年
後
に
な
る
。

昭
和
五
O
年
四
月
六
日
、
県
指
定
文
化
財
と
な
る
。
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惰
身
像

県
指
定

天
然
記
念
物

惣
河
内
神
社
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
河
之
内

音
田

こ
の
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
は
、
白
猪
、
唐
卵
、
さ
ら
に
恩

一…
森
峠
を
経

そ
ヲ
喧
吋

'

h

て
面
河
へ
通
じ
る
県
道
の
上
、
惣
河
内
神
社
の
参
道
入
口
に
あ
り
、

目
通
り
六
灯

、
高
さ
一

一
灯
、
ブ
ナ
科
の
常
緑
高
木
で
あ
る
。
葉

の
裏
が
ロ
ウ
質
白
色
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ

」
の
名

ゅ
う
へ
い

ニ

ぜ
い

υ

し

ん
け
い

が
あ
る
。
葉
は
有
柄
互
生
し
て
披
針
形
あ
る
い
は
、
長
だ
円
披
針

形
で
、
業
の
先
端
は
尾
状
に
と
が
り
す
る
ど
い
鋸
歯
状
と
な
り
、

長
き

一
O
で

か
ら
一
五
勺

、
や
や
薄
い
革
質
で
表
面
は
な
め

ら

か

で
あ
る
が
、
裏
は
先
述
の
よ

う
に
ロ
ウ
白
色
で
あ
る
。
花
は
雌
雄

同
穫
で
五
月
ご
ろ
新
梢
の
基
部
か
ら
黄
色
の
細
長
い
雄
花
が
垂
れ

る
。
雌
花
は
新
梢
の
葉
絞
線
を
に
包
ま
れ
て
い
る
。
果
実
は
狼
褐

色
の
卵
状
広
だ
円
形
で
堅
〈
秋
に
は
落
ち
る
。
木

は

材
質
堅
く

、

諸
用
に
使
わ
れ
る

。

ま
た
葉
は
薬
用
に
な
る
。

惣
河
内
神
社
の
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
は
、
樹
幹
に

7
メ
ツ
ダ
・
ノ
キ

シ
ノ

ブ
な
ど
が
着
生
し
、
樹
幹
は
空
洞
と
な

っ

て
や
や
表
、
え
を

感

じ
さ
せ
る
が
県
内
で
も
数
少
な
い
老
大
樹
で
、
昭
和

五
四
年
三
月

二
O
目
、
県
指
定
天
然
記
念
物
と
な
っ
た

。
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町
指
定

文
化
財す

み
だ
ん

安
国
寺
須
弥
培

一

則
之
内

恵
畳
宮

こ
の
須
弥
壇
は
、
高
さ
一
二
O
H

，

、
間
口
三

O
O
H

，

、
奥
行
き

一
二
O
今
、
総
ヒ
ノ
キ
造
り
で
あ
る
。
寺
伝
に
は
河
野
八
郎
(
塩

ケ
森
城
主
河
野
八
郎
通
里
)
が
寄
進
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い

ヲ
匂
。須

弥
壇
は
規
模
が
大
き
く
、
簡
素
の
中
に
調
和
の

μ
れ
た
安
定

し
た
美
し
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
も
と
は
壇
上
に
高
欄
が
あ
っ
た

も
の
と
見
、
え
て
、
は
そ
穴
の
跡
が
あ
る
。

寺
の
建
立
は
暦
応
二
年
(
一
三
三
九
)
河
野
対
島
守
通
援
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
天
文
二
年
、
(
一
五
三
三
)
大
仏
宝
殿

を
再
建
、
本
尊
を
彫
刻
し
、
三
牌
を
安
置
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
す
で
に
二
O
O

年
を
経
て
、
お
そ
ら
く
は
荒
廃
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
寺
を
再
建
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

寛
文
三
年
(
一
六
六
三
)
に
松
山
城
主
松
平
定
行
か
、
代
官
松

井
仁
右
衛
門
に
命
じ
て
亙
葺
の
本
堂
を
茅
葺
に
改
め
て
い
る
。
ま

た
元
禄
一
五
年
(
一
七

O
二
)
寺
内
造
作
の
と
き
、
仏
師
藤
井
政

俊
に
よ
っ
て
仏
像
の
修
繕
が
行
わ
れ
、
藩
主
定
直
公
が
厨
子
を
寄

進
し
た
と
あ
り
、
さ
ら
に
安
政
二
年
三
月

一
六
日

、
本
堂
柱
礎
安

鎮
祭
を
行
、
っ
と
だ
け
あ
っ
て
そ
の
他
の
記
述
が
な
い
の
で
、
こ
の

須
弥
壇
は
い
つ
頃
改
修
さ
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
。

町
指
定

天
然
記
念
物

医
王
寺
ト
チ
の
木

北
方

宝
泉

14 

安国寺須弥壇

こ
の
ト
チ
の
木
は
、
目
通
り
六
口
三

O
今
、
高
さ

一
二
日
五

0

4
(台
風
災
害
前
)
樹
齢
二
O
O
年
以
上
と

い
わ
れ
、
昔
、
本
堂

火
災
時
の
焼
跡
を
残
し
て
い
る
。

ト
チ
の
木
は
、

山
地
に
自
生
す
る

落
葉
の
喬
木
で
高
さ
三
O
げ

も
の
大
木
に
な
る
も
の
が
多
い
。

葉
は
掌
状
の
複
葉
で
対
生
、
下
方
は

小
葉
で
五
勺
か
ら
七

H
，

で

あ
る
が
上
部
の
も
の
は
長
さ
三

O
H
，
、
幅
一
二
今
に
も
達
す
る
。

基
部
は
く
さ
び
状
、
葉
先
は
と
が
っ
て
い
る
。
業
の
表

面
は
無
毛

で
あ
る
が
裏
面
は
赤
褐
色
の
軟
毛
が
あ
る
。
果
実
は

円
錐
形
で
三

つ
に
裂
け
る
。
赤
褐
色
で
堅
く

光
沢
の
あ
る
種
子
は
、
粉
に
し
て

食
用
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

医
王
寺
ト
チ
の
木

医王寺境内

15 



町
指
定

天
然
記
念
物

雨
滝
の
イ
ス
の
木
群
生

河
之
内

音
田

景
勝
の
地
雨
滝
の
岩
場
の
上
に
、
一
抱
え
も
あ
る
イ
ス
の
木
が

群
生
し
て
い
る
。
イ
ス
の
木
は
そ
れ
ほ
ど
珍
ら
し
い
木
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
葉
や
校
に
虫
こ
ぶ
が
で
き
る
、
虫
こ
ぶ

の
大
き
い
も
の
は
四
勺
く
ら
い
に
な
る
も
の
も
あ
る
。
虫
の
出
た

穴
に
口
を
あ
て
て
吹
く
と
「
ヒ
ョ
ウ
、
ヒ
ョ
ウ
」
と
鳴
る
と
こ
ろ

か
ら
「
ひ
ょ
ん
の
木

」

の
名
が
あ
る
。

正
岡
子
規
が
明
治
二
八
年
一
O
月
二
日
、
松
山

市
泉
町
の
薬
師

寺
を
た
づ
ね
、
そ
こ
に
あ
る
「
ひ
ょ
ん
の
木

」
を
見
て
、
「
我
見
し

よ
り
久
し
き
ひ
ょ
ん
の
茂
り
哉
」
と
吟
行
し
て
い
る
。

娯
楽
の
少
な
か
っ
た
戦
前
の
子
ど
も
達
は
秋
に
な
る
と
よ
く

こ
の
虫
こ
ぶ
を
鳴
ら
し
て
遊
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

イ
ス
の
木
は
暖
地
に
自
生
す
る
常
緑
高
木
で
十
ん
は
斗
白
い
も
の
は

二
O
μ

に
も
達
す
る
。
業
は
互
生
し
長
だ
円
、
全
縁
無
毛
で
光
沢

は
な
い
。
中
脈
は
よ
く
わ
か
る
が
支
脈
は
不
明
り
ょ
う
で
あ
る

。

花
は
紅
色
で
制
川
和
恥
と
な
っ
て
阪
百
し
、
春
開
花
す
る
。
上
方

に
両
性
花
を
つ
け
、
下
方
に
雄
花
を
生
ず
る
。
花
に
は
花
弁
な
く

ひ

し

ん
け
い
き

〈

が
く
片
は
三

1

六
個
、
披
針
形
緑
色
で
あ
る
。
萌
果
は
木
質
、
卵

形
で
外
は
密
毛
て
つ
つ
ま
れ
て
い
る
。
長
さ
八
勺
ば
か
り
で
二
つ

に
裂
け
て
種
子
を
出
す
。

雨
滝
は
雨
乞
い
の
行
場
と
し
て
知
ら
れ
る
景
勝
の
地
で
あ
る

。

白
箔
、
唐
岬
の
滝
水
を
あ
つ
め
て
岩
を
か
み
落
下
す
る
水
の
音
、

町
指
定

名
勝

白
猪
の
滝

唐
岬
の
滝

問
屋

河
之
内

白
猪
の
滝
は
、
重
信
川
支
流
表
川
の
水
源
に
近
い
白
猪
峠

の
ふ

も
と
の
渓
谷
に
あ
っ
て
、
高
さ
八
七

日

、
三
段
の
滝
で
あ
る

。

春
は
山
吹
、
藤
の
花
、
夏
の
緑
陰
、
秋
は
紅
葉
、
厳
冬
の
氷

柱
、

四
季
を
通
し
て
観
爆
の
人
が
絶
え
も
い

。

特
に
極
寒
の
「
つ
ら
ら

」

は
見
事
で
あ
る
。
つ
ら
ら
の

下
を
く

ぐ
る
水
、
氷
の
上
に
積
む
雪
な
ど
、
光
線
の
具
合
で
色
彩
が
様
々

に
変
化
す
る

。

こ
の
景
観
を
見
る
人
達
で
道
の
雪
は
踏
み
固
め
ら

れ
て
、
氷
の
道
と
な

っ

て
す
べ
る
。
す
べ
る
た
び
に

「
キ
ヤ

|
」

「
キ
ャ
l

」
と
い
う
喚
声
が
谷
に
こ
だ
ま
す
る

。

こ
の
ご
ろ
は
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
入
口
付
近
の
広
場

に
観

爆
客
を
あ
て
こ
ん
だ
露
店
の
出
る
こ
と
も
あ
る
。

白
猪
の
名
は
、
南
朝
の
敗
将
の
霊
が
白
猪
に
の

っ

て
山
中

に
あ

ら
わ
れ
た
と
い
う
伝
説
に
よ
る
も
の
で
あ
る

。

唐
岬
の
滝
は
、
白
箔
の
滝
よ
り
更
に
奥
へ

一
日
目ば
か
り
行
っ
た

割
石
峠
の
渓
谷
に
あ
る

。

高
さ
一
一
四
灯

、
七
段
の
滝
で
子
規
の

句
に
ち
な
ん
で

「

白
糸
の
滝
」
と
呼
ぶ
人
も
あ
る

。

白
猪
の
滝
の

男
性
的
な
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
女
性
的
な
風
情
が
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
滝
は
、
土
地
の
先
覚
者
、
近
藤
林
内
に
よ

っ

て
広

〈
紹
介
さ
れ
て
文
人
墨
客
の
探
勝
も
ふ
、
え
た
。
な
か
で
も
正
岡
子

規
、
夏
目
激
石
の
観
爆
は
有
名
で
あ
る
。
子
規
は
明
治
二
四
年
八

月
に
こ
こ
を
訪
れ
、
「
観
爆
記
」
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
残
し
て

イ
ス
の
木
を
は
じ
め

お
わ
れ
、

16 

滝
つ
ぼ
は
畳
な
お
暗
い
。

ン
イ

・

カ
シ

・

モ
ミ
ヂ
な
ど
の
樹
林
に
お

イ
ス
の
木

い
る
。

『
翌
朝
山
路
あ
や
し
く
た
ど
り
つ
く
案
内
の

小
童
に
ひ
か
れ
て
、

お
ん
も

え

し

山
路
と
も
な
く
叢
と
も
な
く
わ
け
行
く
に
、
萩
、
女
郎
花
の
ふ
み

し

か
れ
て
あ
と
よ
り
う
ら
め
し
げ
に
起
き
直
り
た
る
お
か
し

。

行

き
行
き
て
つ
ま
る
処
を
唐
岬
の
滝
、
其
隣
の
谷
間
を
白
猪
の
滝

と

い

ふ
。
突
冗
た
る
巌
は
天
を
衝
き
て
銀
河
脚
下
に
傾
き
い
ん
い
ん

た
る
白

雲
は
衣
の
袖
よ
り
起
り
て
、
蚊
竜
乍
ら
隠
現
す

。

小
童
の

瓢
を
さ
、
げ
て
、

い

ざ
ま
い
れ
と
い
ふ
。
三
杯
の
村
酒
に
眼
ち

ら

て
島
、
せ
ん

つ
き
て
、
千
山
万
岳
滝
の
音
に
動
き
出
し
、
見
ぬ
世
の
摘
仙
し

ば

ら
く
我
が
身
を
ふ
る
尊
と
さ
よ

滝
湧
く
や
秋
の
は
ら
わ
た
ち
ぎ
れ
け
ん

見
る
が
内
に
滝
の
け
し
き
す
さ
ま
じ
く
、
肌
を
う
つ
冷
気

腹
の

底
ま

で
こ
た
え
て
、
垢
離
と

ら
ぬ
身
の
留
ま

ら

ん
こ
と
覚
束
な
く
、

け
ん
Z

ん

一
里
の
崎
山坂
を
飛
ぶ
が
如
く
に
い
そ
さ
下
り
ぬ
。
顧
れ
ば
山

も

き

け
な
ん
音
ば
か
り
は
聞
え
て
、
滝
の
水
そ
こ
と
も
知
ら
ず
、

見
渡

す
限
り
雲
又
雲
鳥
も
通
う
み
ち
な

し
。
』

こ
の
と
き
に
子
規
が
泊
っ
た
近
藤
家
へ
、
四
年
後
の
明
治

二
八

年
一
一
月

二
日
、
夏
目
激
石
が
泊
り
、
翌
三
日
観
操
、
子
規
へ
の

手
紙
に

J
一一茨
笠
に
て
白
猪
唐
岬
に
担
保
一
覧
致
候
。
と
書
き
送
っ
て

い
る
。
そ
の
時
、
駄
句
数
十
と
し
て

山
鳴
る
や
滝
と
う
と
う
と
秋
の
風

爆
五
段

一
段
毎
の
紅
葉
か
な

鎌
き
し
て
案
内
出
た
り
滝
紅
葉

な
ど
五
十
余
句
を
残
し
て
い
る
。
爆
五
段
の
句
は
、
県
道
黒
森

線
黒
森
峠
の
す
ぐ
下
、
唐
岬
の
滝
入

口

の
広
場
に
立
派
な
句
碑
と

17 



な
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
時
世
話
に
な
っ
た
近
藤
家
に
次
の
よ
う

な
礼
状
を
送
っ
て
い
る
。

「
持
啓仕
候
、
観
爆
の
節
は
一
方
な
ら
ぬ
御
世
話
に
相
成
御
厚

意
の
段
感
銘
の
至
に
不
堪
候
、
野
生
事
昨
日
徒
歩
に
て
二
時
頃

夫
よ
り
汽
車
に
て
無
事
帰
松
仕
候
先
は
右
御

早
々
不
一

平
井
河
原
へ
着

礼
ま
で
勿
々
如
此
に
御
座
候

十
一
月
四
日

夏
目
金
之
助

近
藤
様

子
規
は
観
爆
の
帰
途
、
則
之
内
の
鎌
倉
堂
に
立
ち
よ
り
、
堂
の

恥
'
V
L
r

・
釘

柱
に
、
案
h
u
子
も
の
言
は
ば
猶
さ
び
し
い
そ
秋
の
暮
西
子

の
匂
を
落
書
し
た
と
い
う
。

西
子
と
は
貌
に
似
ぬ
子
を
も
じ
っ
た
子
規
の
別
号
で
あ
る
。
四

年
後
激
石
も
ま
た
こ
こ
に
憩
い
、

鎌
倉
堂
野
分
け
の
中
に
傾
け
り

の
句
を
残
し
て
い
る
。
今
は
な
く
な
っ
た
鎌
倉
堂
の
往
時
の
姿
を

し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

子
規
・
激
石
の
訪
れ
た
白
猪
唐
岬
の
観
操
行
に
、
雨
滝
や
久
保

の
淵
、
金
毘
羅
さ
ん
な
ど
散
策
の
行
程
に
加
え
る
と
素
晴
ら
し
い

行
楽
と
な
る
で
あ
ろ
う

。

町
指
定

名
勝

i骨

渓

海;1
上t

谷

l
 

i
 

'
a
z

ノ

滑
) 11 

み
h

か
い
句
f

『
伊
予
古
跡
誌
』
に
、
「
危
岸
の
嶺
に
泉
あ
り
、
増
減
海
潮
に
従

よ
り

'
e
づ

う
、
味
亦
塩
な
り

、

因
て
汐
巌
と
名
〈
」
と
あ
り
。
と
リ
ら

『
伊
予
温
古
録
』
に
、
「
明
河
村
南
方
一
里
十
三
町
飛
地
字
海
上

せ
ん
さ

ξ
f

け
つ

に
在
り
繊
沙
凝
結
し
て
岩
石
と
な
り
、
高
さ
四
尺
余
、
横

二
O
間

が
ん
〈
つ

ば
か
り
の
巌
窟
あ
り
、
そ
の
う
ち
繊
砂
岩
下
に
墜
下
し
積
り
て
白

色
を
な
す
こ
と
恰
も
食
塩
の
如
く
土
人
よ
っ
て
塩
と
称
し
月
の

塑

望
に
は
殊
に
多
く
堆
積
す
U
と
あ
っ
て
、
渓
谷
の
入
口
に
あ
る

汐

獄
は
古
く
か
ら
人
に
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

旧
暦
の
一
日
と
一
五
日
に
は
そ
の
岩
層
の
中
か
ら
塩
を
噴
き

出

す
と
い
う
。
事
実

、

そ
の
岩
膚
か
ら
落
ち
た
白
い
粉
末
が
あ
る

。

'
・
的LP
τ
-

こ
の
汐
巌
か
ら
上
流
の
奥
の
滝
ま
で
約
一
日
の
渓
谷
を
、

滑
床

と
呼
ん
で
い
る
。
渓
谷
の
河
床
全
体
が
子
持
岩
の
層
で
覆
わ
れ
、

そ
の
表
面
を
水
が
な
め
ら
か
に
流
れ
て
い
る

。

渓
川
八
口
の
入
口
、
汐
巌
か
ら
川
沿
い
に
登
る
と
前
の
滝
に
出
る
、

鉄
の
は
し
ご
を
の
ぼ
る
と
目
前
に
千
畳
河
原
の
景
観
が
広
が
る

。

「
竜
の
尾
」
「
竜
の
腹
」
を
経
て
や
が
て
奥
の
滝
に
至
る
。
こ
の
間
、

河
床
の
岩
膚
に

「

駒
の
足
跡
」
と
い
う
茶
わ
ん
型
の
く
ぼ
み

(
臥

穴
)
が
各
所
に
あ
る
。
風
穴
の
中
に
は
直
径
が
四
灯
に
も
及
ぶ
壷

ゐ
司
，カ
ん

型
の
も
の
も
あ
る
。
で
も
滑
床
の
圧
巻
は
何
と
い
っ
て
も
奥
の

滝

で
あ
る
。
高
さ
四

μ

ぐ
ら
い
の
砂
岩
の
崖
が
両
岸
に
せ
ま
リ
そ
の

奥
に
滝
水
が
し
ぶ
き
を
上
げ
て
落
ち
て
い
る
。

18 

凍結した白猪の，竜唐岬の;竜

か
ぶ
さ
る
よ
う
な
岩
が
迫
っ
て
道
は
こ
こ
で
つ
き
る
。

愛
媛
新
聞
社
刊
行
の
『
奥
の
伊
予
路
』
の
筆
者
は
、
こ
の
滑
床

に
つ
い
て
、
「
奥
の
細
道
紀
行
の
芭
蕉
な
ら
、
こ
の
幽
谷
を
な
ん
と

見
る
で
あ
ろ
う
い
と
書
い
て
い
る
。

源
平
合
戦
の
落
武
者
の
伝
説
を
秘
め
た
「
つ
づ
み
が
岳
」
や
九

騎
の
山
家
の
た
た
ず
ま
い
な
ど
、
滑
床
の
探
勝
と
あ
わ
せ
て
散
策

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

新
緑
の
頃
よ
り
秋
の
紅
葉
の
時
期
に
か
け
て
、
こ
の
地
を
訪
れ

る
人
は
年
毎
に
多
く
、
駐
車
場
を
は
じ
め
、
案
内
板
の
設
置
、
欽

ば
し
ご
や
飛
び
石
な
ど
遊
歩
道
等
も
逐
次
整
備
さ
れ
て
行
楽
の
便

宜
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

鼠穴

(水町浸蝕作用でできる)
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町
指
定

史
跡

近

藤

林
内

墓

河
之
内

日
浦

近
藤
林
兵
衛
是
正
は
河
之
内
日
浦
の
人
で
あ
る
。
文
政
元
年
、

(
一
八
一
八
)
正
月
二
日
間
村
次
右
衛
門
の
第

三
子
に
生
ま
れ
た
。

一
O
歳
の
時
、
本
家
(
豪
農

・
酒
造
)
近
藤
匙
慌
の
養
子
と
な
る

。

(明
治
三
年
林
内
と
改
名
)
一
二
歳
で
家
を
継
ぎ
妻
管
し
た。
長

男
は
若
死
し
、
次
女
に
養
子
を
む
か
、
え
た
が
養
子
甚
四
郎
も
若
く

し
て
世
を
去
っ
た
の
で
彼
は
再
び
家
政
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

林
内
は
父
母
に
よ
く
つ
か
え
、
父
の
死
後
そ
の
喪
に
あ
る

一
O

O
日
の
問
、
毎
日
菅
笠
を
か
ぶ
っ

て
墓
に
参
っ
た

と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
日
常
質
素
倹
約
に
つ
と
め
、
よ
く
家
を
治
め
て
、

公
益
慈
善
の
た
め
に
莫
大
な
義
摘
を
し
だ
け
れ
ど
も
、
家
運
は
ま

す
ま
す
栄
え
て
父
祖
の
遺
産
を
倍
加
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

彼
の
善
行
は
今
な
お
人
の
口
に
伝
、
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
絶
家
を
再
興
し
て
産
を
与
え
た
り
、
親
族
の
困
窮
者
を

救
っ
て
田
畑
や
銭
、
穀
物
を
給
し
た
り
、
或
い
は
村
内
の
老
人
を

招
い
て
敬
老
の
宴
を
催
し
た
り
、
身
寄
り
の
な
い
者
に
は
毎
年
助

け
米
を
与
、
え
る
な
ど
し
た
。
ま
た
、
米
二
O
O

俵
を
備
え
て
貧
し

い
農
民
を
補
助
し
農
事
を
奨
励
す
る
ほ
か
、
学
校

・

道
路
・
橋
・

堤
防
な
ど
公
共
の
事
業
を
た
す
け
、
山
野
路
傍
に
木

を
植
え
て
公

せ
ん
-
-
ん

益
を
は
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
人
々
か
ら
善
根
酒
屋
と
も
呼
ば
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
善
行
は
枚
挙
に
い
と
ま
の
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

ま
た

林
内
は
風
雅
の
道
を
好
み
、
号
を
五
揚
と
い
っ
て
俳
句
に
親
し
ん
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だ
。
残
念
な
こ
と
に
明
治
二

一
年
一
月
四
日
、
七

O
歳
で
没
し
た

。

遠
近
の
人
々
そ
の
計
報
を
き
い
て
哀
悼
し
な
い
者
は
な
か
っ
た
と

み
ま
や

い
う
。
墓
は
河
之
内
日
浦
味
問
屋
に
あ
る
。
生
前
の
徳
行
を
ほ
め

て
真
言
宗
よ
り
特
に
菩
薩
の
誼
号
が
贈
ら
れ
た
。

恭
恵
院
清
翁
是
正
慈
善
菩
薩
で
あ
る
。

じ
リ
ん

墓
は
形
態
の
よ
く
整
っ
た
五
輪
塔
で
あ
る
。
地
輪
に
は
夫
妻
ニ

カ
リ
ん
〈
う
?
?
リ

ん

下
り
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
火
輪
の
そ
り
も
よ
い
。
空
風
輸

は
一
石
で
つ
く
ら
れ
て

い
る
。

地
輪
の
下
に
三
段
の
基
壇
が
あ
っ

守
合
，
ぱ
也

て
一
層
立
派
に
見
、
え
る
。
壇
の
上
部
に
は
複
弁
の
反
花
座
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

墓
の
か
た
わ
ら
に
墓
誌
銘
の
碑
が
あ
る
。
そ
の
碑
文
は
豊
川
山
貫

-

7
ん

主
、
高
志
大
了
権
大
僧
正
が
撰
文
し
、
能
書
家
三
輪
田
米
山
が
揮

一
考
し
て
い
る
。
そ
の
文
字
は
見
る
か
ら
に
気
持
の
よ
い
、
胸
の
す

く
よ
う
な
筆
勢
を
感
じ
る
。

河
之
内
に
は
、
各
所
に
百
万
遍
塔
や
日
本
回
国
塔

・
巡
拝
塔
・

万
霊
塔
な
ど
の
石
造
文
化
財
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

敬
神
崇
祖
の
念
の
厚
か
っ
た
林
内
翁
の
影
響
に
よ
る
の
か
も
し
れ

わ
ゆ
い
。

林
内
翁
の
屋
敷
跡
は
地
す
べ
り
で
、
跡
形
も
な
い
程
に
変
り
果

て
て
い
る

。
し
か
し

郷
土
の
人
々
は
翁
の
遺
徳
を
し
の
び
今
も
限

り
な
い
敬
愛
を
さ
さ
げ
て
い
る
。
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1 品、誌に j恥-its
近藤林内墓

町
指
定

天
然
記
念
物

金
毘
羅
寺
四
本
杉

河
之
内

音
田

金
毘
羅
寺
は
寺
伝
に
よ
る
と
長
寛
年
間

(
一
一
六
三
年
頃
)
の

創
立
で
称
名
寺
と
称
し
た
が
慶
長
年
間

に

金
毘
羅
降
臨
の
奇
瑞

が
あ
っ
た
と
し
て
金
毘
羅
寺
と
改
称
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

c

境
内
に
あ
る
四
本
の
大
杉
は
、
領
主

加
藤
嘉
明
手
植
え
の
杉
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
高
さ
三
九
灯
目
通
り
三

・

七
灯
、
一
ニ・
五

灯
、
三
・
三
口
、
三

・

三
灯
の
四
本

で
あ
る

。
弘
化
三
年
二
八

十
河
司

会

四
六
)
一
月
八
日
火
災
に
よ
り
諸
堂
宇

・

什
器
・
宝
物
の
大
半
を

焼
失
し
た
が
近
藤
林
内
の
努
力
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。

こ
の
四
本
の
杉
は
嘉
永
七
年
、
境
内
整
備
の
た
め
に
石
垣
を
積

み
上
げ
た
際
に
根
本
が
埋
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

県
道
か
ら
す
ぐ
に
石
段
を
上
っ
て
、

山
門
を
く
ぐ
り
、
鐘
楼
・

庫
裏
な
ど
を
右
に
見
な
が
ら
、
次
々
に
五
ヶ
所
の
石
段
を
登
る
と
、

本
堂
前
の
ひ
と
き
は
高
い
石
垣
の
上
、
参
道
の
左
右
に
そ
れ
ぞ

れ

二
本
、
天
を
摩
す
ご
と
く
に
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。

そ
の
梢
、
三
i

四
幻
は
落
雷
に
よ
る
も
の
か
白
間
{
同
化
し
て
い
る

け
れ
ど
、
な
お
も
旺
盛
な
樹
勢
を
保
っ
て
い
る
。
ど
っ
し
り
と
し

そ
ヲ
-

-
ん

た
老
杉
の
姿
は
、
境
内
の
森
に
一
層
荘
厳
の
感
を
与
え
、
訪
れ
る

人
の
心
に
迫
る
も
の
が
あ
る
。

金
毘
羅
寺
は
、

中

唯
初
古
城
跡
(
名
越
城
)
の
麓
、
恵
ま
れ
た

自
然
の
中
に
大
小
の
伽
藍
を
置
き
、
か
つ
て
は
遠
近
よ
り
参
詣
す

ぜ
ん
む
ん
ぜ
ん
に
よ

る
善
男
善
女
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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金毘羅寺四本杉

金毘羅寺
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町
指
定

天
然
記
念
物

上
福
寺
の
ク
ス
の
木

松
瀬
川
西
組
字
小
松

上
福
寺
の
ク
ス
の
木
は
本
堂
正
面
の
石
段
を
上
る
と
す
ぐ
右
手
、

高
い
石
垣
の
端
に
あ
り
、
目
通
り
五

・
五
い
川
、
高
さ二
九
山
、
岡
山

張
り
の
実
に
面
白
い
木
で
あ
る
。
石
垣
下
の
道
か
ら
仰
ぎ
見
れ
ば
、

樹
勢
の
よ
い
こ
の
木
の
枚
張
り
は
伸
び
や
か
で
ひ
と
際
見
事
で
あ

フ
匂
。伝

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
昔
、
松
山
城
再
建
の
用
材
候
補
に

な
り
、
あ
わ
て
た
里
人
が
木
を

小
さ
く
見
せ
る
た
め
石
垣
を
築
い

て
根
本
を
埋
め
た
と
か
・
:
。
真
偽
は
と
も
か
く
、
松
山
城
再
建
の

際
、
弘
化
四
年
(
一
八
四
七
)
則
之
内
村
(
今
の
大
字
則
之
内
)

へ
、
ケ
ヤ
キ

・
ツ
ガ

・
ク
ス

・

マ
ツ
・
な
ど
用
材
検
分
の
た
め
に
、

谷
原
小
右
衛
門
と
い
う
役
人
が
来
て
い
る
。
こ
の
と
き
実
際
に
ク

ス
の
用
材
を
献
納
し
た
の
は

、

伊
予
郡
松
前
町
神
崎
と
、
周
桑
郡

丹
原
町
古
田
で
あ
っ
た
と
い
う
。
石
垣
を
築
き
木
を小
さ
く
見
せ

た
と
い
う
話
し
ゃ
、
揚
神
社
の
ク
ス
の
木
伝
説、

両
者
は
共
に
木

を
伐
ら
ず
に
残
し
た
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
。
木
を
守
る
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
話
の
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
木
も
こ
の
よ
う
な

大
木
に
な
る
と
い
つ
の
間
に
か
神
格
化
さ
れ
て
そ
の
よ
う
な
話
が

生
ま
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

町
指
定

有
形
文
化
財

西
法
寺

五
輪
群

北
方

宝
泉

医
王
寺
の
北
に
あ
る
西
法
寺
墓
地
に
は
、
層
塔
二
基
を
含
む
た

く
さ
ん
の
五
輪
塔
が
あ
る
。
こ
の
五
輪
群
は
昭
和
田
八
年
、
地
元

の
人
達
が
付
近
一
帯
に
散
乱
し
て
い
た
石
塔
を
集
め
、
多
く
の
人

び
と
か
ら
提
供
さ
れ
た
労
力
と
浄
財
を
も
っ
て
現
在
地
に
基
壇
を

つ
く
っ
て
杷
り
、
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
は
西
法
寺
と

い
う
廃
寺
の
跡
だ
と
い
わ
れ
、
品
目
は
西
方
極

楽
浄
土
に
つ
な
が
る
墓
地
と
し
て
有
名
な
所
で
あ
っ
た
と
古
老
は

伝
え
て
い
る
。
東
に
石
鎚
連
峰
を
、
西
は
松
山
平
野
か
ら
、
遠
〈

伊
予
灘
の
島
々
を
一
望
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昔
は

三

津
松
山
方
面
の
人
々
の
な
か
に
も
、
こ
の
地
に
納
骨
埋
葬
を
す
る

と
い
う
習
慣
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
、

川

上
小
学
校
運
動
場
の
西
に
「
時
の
御
堂
」
と
い
う

お
堂
が
あ
っ
て
そ
こ
で
時
待
ち
を
し
、
西
法
寺
墓
地
に
葬
っ
て

い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
五
輪
塔
は
、
昭
和
三
三
年
み
か
ん
園
造

成
中
に
掘
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中
の
一
基
に
建
長
六
年

三

月
八
日
(
一
二
五

四

)
慈
仏
房
と
い
う
刻
銘
の
あ
る
も
の
が
発
見

さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど

町
誌
編
集
中
の
委
員
達
は
そ
の
報
告
に
よ
り

現
地
に
お
い
て
そ
れ
を
確
認
し
た
。
五
輪
塔
は
石
が
や
わ
ら
か
く
、

こ
の
ま
ま
風

雨
に
さ
ら
す
と
文
字
が
磨
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
一
時

川

内
中

学
校
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
地
一
冗
の
人

達
に
よ
っ
て
保
存
会
が
つ
く
ら
れ
た
際
に
現
在
地
に
還
さ
れ
、
他
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上福寺の クスの木

の
五
輪
塔
と

一
緒
に
復
元
し
た

。

こ
れ
は
五
輪
第
の
記
銘
で
も
最

も
古
い
も
の
の
中
に
入
る
が
、
土
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
た
め
に
今

釘

Hマ
ん

ま
で
残
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
五
輪
塔
は
、
下
か
ら
地
輪

す
い
リ
ん
の
リ
ん
?

ヲ
け
ん
〈
可
リ
ん

・

水
輪

・

火
輪

・

風
輪

・

空
輸
と
い
う
五
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立

っ

て
い
る

。

文
字
は
そ
の
水
輪
に
あ
る
。

五
輪
塔
が
つ
く
ら
れ
始
め
た
の
は
鎌
倉
時
代
で
、
こ
こ
の
五
輪

塔
は
寄
せ
集
め
て
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
形
態
に
鎌
倉
時
代

の
特
長
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
文
化
財
と
い
え
る
。
層
塔

二
基
も
復
元
に
難
が
あ
り
完
全
と
は
い
え
な
い
。

一
般
に
層
塔
は
、
三
重
搭
・
五
重
塔
か
ら

二
二
重
の
搭
ま
で
あ

っ

て
、
奇
数
が
原
則
と
な
っ
て
い
る

。

五
輪
塔
も
室
町
時
代
に
な
る
と
形
が
小
き
く
な
り
、
水
輪
に
も

張
り
が
な
く
な
っ
て
、
つ
ぽ
型
や
、
一
扇
平
な
も
の
と
な
る
。
以
上

の

こ
と
か
ら
西
法
寺
五
輪
群
は
、
鎌
倉
か
ら
室
町
期
の
間
に
つ
く

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

。

墓
地
の
西
、
田
の
中
に
あ
る
古
墳
に
も
変
っ
た
塔
が
あ
る

。

こ

は
ヲ
昼
、

4

い
え
i
p
vう

の
塔
は
宝
尾
や
五
輪
塔

・

法
僅
印
搭
な
ど
の
混
合
形
式
で
、
同
型

の
も
の
は
今
の
と
こ
ろ
川
内
町
内
に
は
こ
の

一
基
し
か
な
い

。

宝
泉
の
地
は
、
経
座
ヶ
森
山
麓
に
南
面
し
た
高
台
に
あ
る
と
い

う
好
条
件
を
も
ち
、
石
器
や
土
器
な
ど
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

文
化
財
が
発
見
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。
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西法寺五輪群

町
指
定

天
然
記
念
物

大
通
庵
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
井
内

蔵
7c 

大
通
庵
は
井
内
蔵
元
に
あ
る
戒
能
氏
一
族
の
墓
で
、
サ
ク
ラ
は

墓
地
の
一
隅
、
高
い
石
垣
の
端
に
あ
る
。
こ
の
種
の
サ
ク
ラ
は
一

般
に
、
ウ
パ
ヒ
カ
ン

・

ア
ズ

7
ヒ
ガ
ン
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
樹

勢
が
強
く
、
我
が
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
サ
ク
ラ

の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
種
の
サ
ク
ラ
で
あ
る
。

こ
の
木
は
、
高
さ

二
一
灯
、
目
通
り
一
・
五
灯
で
、
春
は
他
の

サ
ク
ラ
に
先
駆
け
て
、
淡
紅
色
の
花
を
聞
く
、
高
台
に
あ
る
の
で
満

聞
の
頃
に
は
そ
の
美
し
い
花
を
遠
く
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る

。

サ
ク
ラ
の
木
は
一
族
の
だ
れ
か
が
植
、
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
今
は

そ
れ
を
知
る
人
も
な
い

。

ウ
パ
ヒ
ガ
ン
と
は
、
葉
が
無
い
の
に
花
が
咲
く
、
歯
が
無
い
と

い
う
こ
と
て
姥
ヒ
ガ
ン
、
ま
た
こ
の
サ
ク
ラ
の
特
長
と
し
て
太
い

幹
か
ら
も
直
接
小
枝
を
出
す
こ
と
か
ら
、
子
育
て
、
つ
ま
り
乳
母

ヒ
ガ
ン
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
エ
ド
ヒ
ガ
ン

(江
戸
)

ア
ズ
マ
ヒ
ガ
ン
と
は
関
東
地
方
に
多
く
あ
っ
た
の
で
つ
け
ら
れ
た

名
前
で
あ
る
。

こ
の
大
通
庵
に
は
、
小
手
ヶ
滝
城
主
戒
能
備
前
守
通
森
の
墓
や

元
和
八
年
(
一
六
二
二
)
の
宝
鹿
印
塔
を
は
じ
め
、
五
輪
塔

・

宝

匿
印
塔
と
混
合
形
式
の
塔
な
ど
が
数
多
く
立
ち
並
ん
で
い
る
。

基礎
格狭間
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町
指
定

天
然
記
念
物

久
尾
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
井
内

久
尾

〈

お

久
尾
は
、
海
抜
四

O
O
H
州
、
山

の
中
腹
に
ひ
ら
け
た
土
地
で
、

こ
の
地
域
で
は
一
番
早
く
拓
か
れ
た
所
で
あ
る
と
い
う
。

サ
ク
ラ
の
木
は
、
血
ヶ
嶺
連
峰
県
立
自
然
公
園
塩
ヶ
森
の
登
山

道
の
そ
ば
、
久
尾
の
耕
地
の
尽
き
た
所
に
あ
る
。

木
の
高
き
、
二
ハ

μ

、
目
通
り
三
灯
、
サ
ク
ラ
の
木
で
は
町
内

一
の
巨
木
で
あ
る
。

こ
の
サ
ク
ラ
は

一
名

「

孝
子
桜
」「
孝
太
郎
桜
」
或
い
は
「
釣
鐘

桜
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
花
の
咲
き
具
合
を
見
て
、
そ

の
年
の
豊
凶
を
占
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
前

二
つ
の
名
は

共
に
人
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
「
釣
鐘
桜
」
と
は
、
お
そ

ら
く
花
の
花
梗
が
長
く
て
、
花
が
下

向
き
に

垂
れ
て
咲
く
と
い
う

こ
の
花
の
形
容
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
も
の
と
思
う
。

主
幹
は
根
本
か
ら
二
幻
余
り
も
空
洞
状
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
空
洞
の
位
置
か
ら
も
、
新
梢
を
出
し
、
ま
た
根
を
下
す
な
ど
し

て
、
い
さ
さ
か
も
樹
勢
の
衰
、
え
を
見
せ
る
こ
と
な
く
、
年
毎
に
淡

紅
色
の
美
し
い
花
を
一
杯
に
咲
か
せ
て
い
る
。ら

色
刷

ま
た
、
道
を
へ
だ
て
た
や
ぶ
の

中
に
は
、
乳
生
さ
ん

と
い
う

小

ち
ら
て

嗣
が
あ
り
、
堂
の
か
た
わ
ら
に
は
乳
出
の
イ
チ
ョ
ウ
と
呼
ば
れ
る

老
木
も
あ
る
。

町
指
定

有
形
文
化
財

北
方
三
島
神
社
常
夜
燈

j毎" .

上 日

北
方

こ
の
三
島
神
社
は
重
信
川
扇
状
地
の
奥
、

と
境
を
接
す
る
北
方
海
上
に
あ
る
。

こ
こ
の
境
内
に
あ
る
常
夜
燈
二
基
が
町
指
定
の
文
化
財
と
主
っ

て
い
る
。
こ
の
常
夜
置
は
、
火
袋
以
外
、
竿
も
笠
も
す
べ
て
自
然

石
で
あ
る
が
、
二
基
の
内
南
側
の
一
基
は
、
石
質
が
も
ろ
い
砂
岩

で
あ
る
た
め
縦
償
に
ひ
び
割
れ
が
出
来
て
部
分
的
に
は
表
面
剥
離

が
見
ら
れ
る
。

け
ん

r
・

常
夜
燈
に
は
元
和
二
年
ご
六
一
六
)
の
記
銘
が
あ
っ
て
、
サ
巾

夜
燈
の
年
ロ
マ
記
銘
の
も
の
と
し
て
は
、
県
下
で
は
最
も
古
い
と
い

わ
れ
て
い
る
。
町
内
の
神
社
仏
閣
や
、
旧
街
道
に
建
て
ら
れ
て
い

る
常
夜
燈
の
ほ
と
ん
ど
が
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
建
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
常
夜
燈
は
文
化

・

文
政
時
代
以
後
急
に

増
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
よ
う
や
く
台
頭
を
始
め
た
民
衆
の
力
を

反
映
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
支
配
者
の
権
力
が
強
く
、

民
衆
の
意
識
、
財
力
の
低
か
っ
た
江
戸
時
代
の
初
期
に
、
ど
う
し

て
こ
の
よ
う
な
常
夜
燈
が
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

の
研
究
に
待
つ
と
こ

ろ
が
大
き
い
。

重
信
町
山
之
内
地
区

尚
今
後
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町
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定

有
形
文
化
財

133 

室主

庵

河
之
内

音
田

(
名
越
)

一
畳
庵
は
、
河
之
内
惣
河
内
神
社
の
社
務
所
で
あ
る
。
俳
人
松

根
東
洋
城
が
、
昭
和
二
五
年
八
月
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
で
と
、
そ

の
年
の
八
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
前
後
一
五
ヶ
月
仮
寓
し
た
所
で

あ
る
。
俳
誌
渋
柿
に

『
一畳
庵
の
記
』
を
掲
載
し
て
か
ら

二
畳

庵
」
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

建
物
の
屋
根
は
茅
葺
入
母
屋
造
り
で
、
昔
か
ら
こ
の
地
方
に
あ

っ
た
一
般
的
民
家
で
あ
る
が
、
こ
の
家
は
、
社
家
の
住
宅
と
し
て

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
通
常
の
出
入
口
の
左
に
間
口
一
間
半
の
玄

関
式
台
を
設
け
て
い
る
。
屋
根
の
小
屋
組
が
非
常
に
堅
牢
な
造
り

か
む
い
の
阜
、

で
あ
る
こ
と
、
柱

・

鴨
・
拒
な
ど
が
ち
ょ
う
な
仕
上
げ
と
な

っ

て

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る

。

こ
こ
は
、
県
道
黒
森
峠
へ
の
道
中
、
金
毘
羅
寺
と
と
な
り
合
っ

て
神
木
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
の
あ
る
と
こ
ろ
。
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
見
事

に
こ
け
む
し
た
石
垣
が
あ
る
。
正
面
石
段
を
の
ぼ
る
と
神
社
の
本

殿
、
左
へ
自
然
石
の
高
い
石
積
に
そ
っ
て
石
段
を
あ
が
る
と
、
山

を
背
に
手
入
れ
の
と
ど
い
た
植
込
み
の
奥
に
、
重
厚
な
茅
葺
の

一

畳
庵
が
あ
る
。

松
恨
東
洋
城
は
、
こ
の
座
敷
の
外
廊
畳

一
枚
を
占
め
て
「

一
畳

庵
」
と
称
し
て
起
居
、
俳
諸
の
指
導
に
あ
た
っ

た
。

山
扉
風
春
の
短
憶
に
こ
も
る
か
な

の
句
碑
が
昭
和
三
二
年
初
秋
に
鳥
居
の
奥
に
建
て
ら
れ
て
い
る

。

石

積

30 

ま
た
、
庭
の
サ
ク
ラ
の
も
と
に
も
碑
が
あ
り
、

春
秋
冬
冬
を
百
日
桜
か
な

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
東
洋
城
が
こ
の
山
峡
の
地
に
仮
寓
し
た
こ

と
は
、
宮
司
で
門
下
の
宗
匠
佐
伯
巨
星
塔
と
関
係
が
深
い

。

東
洋
城
は
、
は
じ
め
正
岡
子
規
の
句
に
心
を
寄
せ
た
が
、
そ
の

へ
会

合
』
ど
う

後
芭
蕉
の
句
境
を
慕
い
次
第
に
こ
れ
に
傾
倒
し
て
、
河
東
碧
梧
桐

等
子
規
門
の
蕪
村
調
と
い
う
新
傾
向
派
と
は
対
立
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

晩
年
「
俳
句
は
芭
蕉
に
か
え
れ
」
と
徹
底
し
た
指
導
を
さ
れ
、

一
人
一
人
、

一
字
一
句
に
至
る
ま
で
何
度
も
繰
り
か
、
え
し
て
納
得

の
い
く
ま
で
指
導
さ
れ
た
。

そ
の
き
び
し
い
指
導
は
、
人
を
感
得

さ
せ
る
す
る
ど
さ

が
あ
っ
た
。
町
内
に
は
直
接
師
の
指
導
を
受
け

た
人
も
多
い

。

彼
は
こ
の
一
畳
庵
で
俳
誌
『
渋
柿
』

を
編
し
門
下

生
を
指
導
す
る
か
た
わ
ら
、
『
歌
仙
独
吟
』
の
草
稿
を
つ
く
り
、
佳

吟
百
余
首
を
の
こ
し
て
い
る
。

昭
和
二
八
年
芸
術
院
会
員
と
な

っ

た
が
、
師
が
巨
星
塔
宗
匠
の

仇
弘
司
令
し
ん
き
ど
う

求
め
に
応
じ
て
書
か
れ
た
『
球
心
機
動
』
の
額
は
、
も
と
三
内
中

学
校
の
講
堂
に
か
か
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
中
学
校
の
統
合
に
よ

っ

て
今
は
川
内
中
学
校
体
育
館
に
あ
り
、
今
な
お
郷
土
の
後
進
指
導

の
指
標
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
る
。

一
畳
庵
ひ
た
き
く
る
か
と
便
り
か
な

庭
前
に
は
佐
伯
巨
星
塔
の
句
碑
が
巨
星
搭
門
下
生
に
よ
っ
て
建

立
さ
れ
、
一
畳
庵
は
本

町
俳
句
の
メ
y

カ
で
あ
る

。

一畳庵平面図
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町
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然
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念
物

揚
神
社
ク
ス
の
木

北
方

西
之
側

揚

渇
神
社
の
ク
ス
の
木
は
目
通
り
七

・

八
灯
、
高
さ

三
六
μ
で
、

町
内
に
あ
る
名
木
中
最
も
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

幹
は
地
上
数
μ

で
二
幹
に
わ
か
れ
、
樹
勢
は
旺
盛
で
少
し
も
お

と
ろ
え
を
感
じ
さ
せ
な
い

。

ク
ス
の
木
は
樟
脳
を
つ
く
る
原
料
と
も
な
る
が
、
喬
木
、
大
樹

と
な
っ
て
い
る
姿
は
神
社
や
寺
院
に
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
居
浜
の
一
宮
神
社
・
西
条
の
伊
曽
野
神
社
・
大

三
島
の
大
山
紙

神
社
の
ク
ス
の
木
な
ど
は
こ
と
に
有
名
で
あ
る

。

揚
神
社
の
ク
ス
の
木
は
枝
張
り
の
位
置
が
高
く
、
木
の
下
に
立

っ
て
仰
ぎ
見
る
時
、
威
圧
感
を
覚
え
る

。

む
か
し
、
こ
の
付
近
に
住
む
一
人
の
百
姓
が
ク
ス
の
日
陰
で
作

物
が
思
う
よ
う
に
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
日
、
大
き
い

鋸
を
借
り
て
来
て
こ
の
ク
ス
の
木
を
伐

ろ
う
と
し
て
、
ひ
と
ひ
き

し

た
そ
の
切
り
口
か

ら
真
赤
な
血
が
流
れ
出
し
た
。
驚
い
た
そ
の

人
は
、
道
具
を
投
げ
出
し
て
家
へ
逃
げ
帰
っ
た
ま
ま

一
O
日
余
り

も
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
年
か
た
ち
、
そ

ん
な
話
も
忘
れ
か
け
た
こ
ろ
、
話
し
を
聞
い
た
他
の
男
が
「
そ
ん

な
こ
と
が
あ
る
も
の
か
、
よ
し
わ
し
が
伐
っ
て
や
る
」
と
大
き
な

斧
を
勢
よ
く
打
ち
込
ん
だ
、
す
る
と
急
に
腹
痛
を
起
し
、

ま
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
ま

町
指
定

天
然
記
念
物

源
太
ザ
ク
ラ
(
二
本
)

国人

桑L

河
之
内

%
も
か

げ
す

源
太
ザ
ク
ラ
は
、
『
愛
媛
の
面
影
』
に
よ
る
と
「
周
布
郡
滑
川
に

そ
い
も
づ
ニ
の
お
お
じ
ゅ

沿
て
西
、
久
米
郡
に
出
る
山
道
あ
り
中

山
越
と
名
く
比
辺
桜

樹
多

し
因
て
俗
に
桜
三
里
と
称
す
。
松
山
藩
士
矢
野
五
郎
右
衛
門
と
一
玄

H
，
ヲ

晶
、f

う
人
貞
享
四
年
に
松
桜
の
並
木
を
植
へ
た
る
よ
し
因
て
今
に
矢
野

ヲ

け
み
ら

ち
ね

ら

桜
と
云
と
ぞ
渓
川
に
そ
ひ
て
桟
道
を
造
る
風
景
殊
に
よ
ろ
し
千
原

せ
ん
ば

P
J川

千
場
ヶ
巌
な
ど
と
い
う
あ
り
眺
望
深
し
文
人
墨
客
簡
を
留
ざ
る
も

め
け
山町
さ
や

み
ら

の
な
し
。
又
曙
橋
と
名
る
復
道
あ

り
山
城
東
福
寺
の
通
天
橋
に
似

る

U
と
あ
り
。
ま
た
『
伊
予
温
古
録
』
に
は
、
「
本
郡
(
周
布
郡
)

'
A
ん
ほ
ヲ

し

よ
け
い
す
い

南
方
の
諸
渓
水
及
び
下
浮
{
八
郡
河
之
内
よ
り
出
る
渓
水
を
合
せ
両

〈

句
せ

郡
界
を
環
流
し
本
郡
千
原
村
に
来
り
東
北
鞍
瀬
村
に
向
て
流

る
る

川
を
中
山
川
と
称
す
。
こ
の
川
に
沿
ふ
て
周
布
郡
よ
り
久
米
郡

に

す'F
a
hら

至
る
山
道
を
中
山
越
と
い
ふ
。
即
伊
予
国
道
な
り
。
貞
享
年
間
松

こ
町
そ
あ
〈

山
藩
士
矢
野
五
郎
右
衛
門
奉
行
た
り
し
時
比
地
方
土
質
疎
悪
に
し

は
ん
〈
っ

て
漬
崩
し
易
き
を
見
て
、
桜
は
其
の
根
矯
屈
し
易
き
性
質
あ
り
、

土
砂
崩
演
を
防
ぐ
に
警
き
を
以
て
同
四
年
桜
樹
八
千
二
百
四
十
本

う

え
じ

ら
い

M
ど
土

を
其
の
路
傍
に
栽
た
り
。
爾
来
花
時
に
は
目
を
驚
す
ば
か
り
見
事

な
り
、
又
其
の
沿
道
中
山
川
に
曙
橋
と
て
屋
根
あ
る
橋
あ
り
、
比

辺
山
川

の
風
景
殊
に
勝
れ
た
り
口
と
書
か
れ
て
サ
ク
ラ
の
木

が
植

え
ら
れ
た
事
が
わ
か
る
。
貞
享
四
年
(
一
六
八
七

)
今
か
ら
三
百

年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
サ
ク
ラ
の
植
、
ぇ
付
け
に
は
、
松

山
藩
の
囚
人
が
使
わ
れ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る

。
そ
の
労
働
は
ず
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い
ぶ
ん
苦
し
か
っ
た
ら
し
く
、

通
称
源
太
の
名
前
を
と
っ
て

「
桜
三
里
は
源
太
が
仕
置
き

花
は
咲
く
と
も
笑
は
な
る
な

」

と
う

た

っ
た

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る

。

こ
の
事
か
ら
樹
齢
推
定

三
O
O
年
と
思
わ
れ
る
こ
の
サ
ク
ラ
二
本
に
、
源
太
の
名
を
つ
け

た
。

樹
種
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
で
春
は
他
の
サ
ク
ラ
に
先
き
が

け
て
開
花
す
る
。
春
か
ら
秋
、
葉
の
あ
る
う
ち
は
葉
を
見
て
サ
ク

ラ
と
わ
か
る
が
、
落
葉
す
る
と
他
の
樹
種
と
混
同
さ
れ
易
い
。
木
は

郡
境
に
近
い
河
之
内
字
回
桑
に
あ
る
県
営
発
電
所
の
対
岸
、
旧
こ

ん
ぴ
ら
街
道
ぞ
い
の
杉
木
立
の
中
に
、
約
一

O
O
U

の
距
離
を
お

い
て
現
存
し
て
い
る
。
目
通

り

二
・

八
八

幻

と
二

・

一
五
灯

、

高

さ
は
両
方
と
も
に

一
七
幻
で
樹
勢
の
よ
い
サ
ク
ラ
で
あ
る

。

川
上
神
社
に
あ
る
天
明
八
戊
申
年
(

一
七
八
八
)
の
古
文
書
の

き
て

中
に

「
倍
此
周
布
郡
中
山
に
数
種
の
桜
を
栽

し
事
は
百
十
三
代
霊

く

じ

の
釘
や
き
ん
同
%

元
帝
延
宝
二
甲
寅
の
と
し

国
祖
君
、
矢
野
五
郎
右
衛
門
後
円
斉
て

オ
ぃ
・
4
ん
町
ヲ
え

ふ
者
に
ム
叩
あ
り
て

翠
淵
の
川
能
こ
な
た

に
栽
さ
せ
給
ふ
。
そ
の
数

い
〈
ぱ
〈
主
〈

ι
ゃ
勺

か
ん

其
の
頃
は
幾
許
な
ら
ん
。
開
弱
冠
の
頃
、
行
き
て
其
の
数
を
よ
み

や
リ
つ
れ
は
そ
え

し

カ

て
遺
連
ハ
落
合

川
辺
の

一
本
を
添
て

千
六
百
八
十
本
な
り

し
。
然

あ
る
に
天
明
六
丙
午
の
と
し
孟
夏
、
彼
の
あ
た
り
を
歴
行
し
て
田

桑
の
五
恭
宅
に
宿
せ
ん
と

し
て
入
る
時
、
軒
端
に
小
松
の
左
京
と

や
ら
い
へ
る
人
、
同
じ
上
旬
に
此
の
桜
を
か
ぞ
え
け
る
に
四
百
九

H
u
nい
げ
ん
岳
、
〈

M
hy
，
e

什
一
本
と
や
ら
ん
、
か
き
つ
け
あ
り
け
り
。
鏡
に
減
却
せ
し
を
篤

待
る
」

(
後
略
)
植
栽
の
年
に
は
若
干
の
違
い
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

一
O
O

年
の
後
に
は
随
分
と
減
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

だ
れ
一
手
つ
と
な
く
五
郎
右
衛
門
の
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そのこ源太桜

源太桜

そのー;原太桜

中
山
川
上
流
の
渓
谷
に
沿
っ
て
集
落
の
点
在
す
る
滑
川
地
区
、

そ
こ
は
豊
か
な
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
、
か
つ
て
は
木
材
、
木
炭
等

の
林
産
物
を
中
心
に
幡
、
三
極
な
ど
の
生
産
も
多
く
、
ま
た
製
茶

工
場
や
鉱
山

な
ど
が
あ
っ
て
産
業
も
活
気
溢
れ
る
時
代
が
あ
っ
た
。

や
寸
け

'
uる

そ
の
滑
川
村
字
弥
助
成
の
畠
禅
寺
境
内
に
芝
居

小
屋
が
あ
っ
て

享
保
年
間
以
後
、
村
の
有
志
が
毎
年
歌
舞
伎
芝
居
を
催
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
奥
の
明
河
村
の
海
上
部
落
で
は

万
オ
の
一
座
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
滑
川
万
才
は
、
県
内
各
地
に
伝
、
手
句
れ
る
伊
予
万
才
で
、

ん
ぞ
の
べ

滑
川
万
才
の
名
も
、
山
越
万
才
や
溝
辺
万
才
の
よ
う
に
、
そ
の
伝

承
地
の
地
名
を
冠
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
万
オ
歌

も
他
と
同
様
に
「
豊
年
お
ど
り
」
「
柱
揃
え
」
「
千
本
桜
」
な
ど
の

数
え
歌
が
殆
ん
ど
で
、
歌
詞
も
又
同
様
で
あ
り
、
そ
の
中
に
滑
川

の
地
名
を
歌
い
込
ん
だ
も
の
が
あ
る
。

徳
若
に
や
御
方
オ
と
ひ
す
ね
の
山
に
積
む
雪
は

と
け
て
流
れ
て
梅
較
の
川
を
流
れ
て
そ
の
末
は

仲
屋
娘
さ
ん
の
化
粧
の
水
誠
に
目
出
度
う
候
い
け
る
。

北
目
は
伊
予
万
才
も
随
分
と

盛
ん
で
、
昭
和
二
二
、
四
年
頃
ま
で

は
町
内
の
神
社
、
寺
院
等
の
祭
礼
や
縁
日
な
ど

で
町
筋
の

小
学
生

た
ち
が
踊
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
全
く
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
に
も
、
滑
川
万
オ
だ
け
は
毎
年
の
秋
祭
り
に
踊

り
継
が
れ
て
、
昭
和

三
八
年
、
町
の
無
形
文

化
財
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
今
は
激
し
い
過
疎
の

中
で
後
継
者
も
な
く
、
将
来
へ

の
伝
承
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
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北
方
獅
子
舞

大
字
北
方

北方獅子舞

こ
の
地
方
の
獅
子
舞
が
い
つ
の
こ
ろ
に
始
ま
っ
た
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
伊
予
郡
中
山
町
に
文
政

玉
突
未
年
一
O
月
二
四
日

(
一

八
二
二
)
の
日
付
け
の
あ
る
「
志
志
入
用
覚
帳
」
が
残
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
中
予
地
方
の
獅
子
舞
は
す
で
に
そ
れ
以
前
、
ほ

と
ん
ど
の
地
域
に
普
及
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

民
俗
学
の
野
口
光
敏
は
、
著
書
『
伊
予
民
俗
ノl
ト
』
の
中
で
、

「

一
般
的
に
獅
子
舞
に
は
、
大
別
し
て
二
つ
め
系
統
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
大
陸
か
ら
入
っ
て
き
た
伎
楽
の
直
系
で

あ
り
、
一
つ
は
伎
楽
が
、
い
っ
た
ん
伊
勢
神
楽
に
入
り
、
そ
れ
が

正
月
の
祝
賀
芸
能
と
し
て
地
方
に
回
っ
て
い
る
う
ち
に
、
曲
芸
や

寸
劇
を
加
、
え
て
、
土
地
の
獅
子
舞
と
し
て
各
地
に
定
着
し
た
伊
勢

の
太
神
楽
系
統
の
も
の
で
、
恐
ら
く
松
山
近
郊
の
も
の
も
そ
れ
で

あ
ろ
う
〕
と
述
べ
て
い
る
。

悪
魔
払
い
の
芸
能
と
し
て
、
秋
祭
り
に
は
ど
こ
で
も
獅
子
舞
が

行
わ
れ
て
い
た
が
、
経
済
の
高
度
成
長
期
、
急
激
な
社
会
構
造
の

変
化
の
中
で
、
地
域
の
伝
統
行
事
や
芸
能
が
急
速
に
す
た
れ
て
、

昭
和
三
0
年
代
に
は
獅
子
太
鼓
の
立
田
も
全
く
聞
か
れ
な
い
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
や
が
て
物
よ
り
心
を
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
伝
統
的
な
郷
土
芸
能
な
ど
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

北
方
地
区
で
は
、
昭
和
五
一
年
に
全
戸
が
加
入
し
て
保
存
会
を

結
成
し
、
中
学
生
を
中
心
に
、
小
学
生
や
若
い
後
継
者
も
参
加
し

て
、
活
発
な
伝
承
活
動
を
続
け
て
い
る
。

北
方
獅
子
舞
は

「

に
わ
獅
子
」
を
は
じ
め
数
種
の
獅
子
舞
が
古

式
通
り
に
受
け
つ
が
れ
て
い
る
こ
と
な
と
か
ら
、
昭
和
五
二
年
、

町
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
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あ

と

カま

き

「
川
内
町
の
文
化
財
」
こ
の
編
集
を
終
っ
て

私
た
ち
の
郷
土
に
は

豊
か
な
文
化
財
が
あ
る
こ
と

郷
土
に
か
か
わ
り
の
あ
る
書
物
な
ど
も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
文
化
財
の
中
に
は

概
念
や
見
方
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
や
新
し
く
わ
か
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し

私
た
ち
の
知
識
や
調
査
で
は

皆
様
に
十
分
理
解
し
て
頂
け
る
だ
け
の
記
述
が
出
来
な
か
っ

た
事
を
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
更
に
検
討
を
加
え
て
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
努
力
い

た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

皆
様
に
よ
っ
て
新
し
い
研
究
や
調
査
が
な
さ
れ

改
訂
増
補
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に

ふ
る
さ
と

川

内
の
文
化
財
を
訪
ね

自
然
と
そ
の
風
土
に
親
し
む
人
が
多
く
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

本
誌
の
発
刊
に
あ
た
っ
て
御
配
慮
を
頂
い
た
町
当
局
町
議
会

・

町
教
育
委
員
会
に
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

本
草
稿
に
関
係
す
る
方
々
の
お
寄
せ
頂
い
た
御
厚
意
に
令
せ
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昭
和
五
十
九
年

月

酒野橋

口

鬼
士
男晃孝

編
集
委
員

本

""'"、H畏

田 井

慶
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金

(
文
)
〈
は
、
筆
や
画
の
交
錯
し
た
形
を
、
H
Aは
襟
に
首
か
ざ

り
を
つ
け
た
表
現
で
、
文
化
は
飾
リ
か
ら
は
じ
ま
っ
た

と
い
わ
れ
ま
す
。

仏
(
化
)
人
と
、
人
の
字
を
逆
き
し
た
も
の
で
、
人
が
年
老
い
て

腰
屈
み
頭
が
下
が
り
、
髪
が
白
く
な
る
な
ど
、
そ
の
形

の
変
る
様
を
現
わ
し
た
も
の
で
、
本
義
は
徳
を
も
っ
て

人
を
導
き
善
良
な
風
俗
習
慣
を
つ
く
る
意
味
だ
そ
う
で

す
。

川
内
町
の
文
化
財

惜
別
(
財
)
my
は
、
人
の
宝
と
す
る
品
物
で
あ
る
貝
を
、
+
ー

は
、
草

木
が
芽
生
え
生
長
す
る
形
を
現
わ
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
三
月

発
千丁

発
行
者

川
内
町
教
育
委
員
会

川
内
町
教
育
委

員

会

愛
媛
県
温
泉
郡
川
内
町
南
方

包
(
O八
九
九
)
六
六
|
四
七
二
一

編
集
者

印
刷
所

側
関
洋
紙
店

印
刷
所


